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Ｎｏ．１
１「委員自己紹介」
　令和８年８月１日より新たな任期が始まり、今回が改選後初めての審議会と
なったため、自己紹介を行った。
　橋爪委員
　青木委員（新任）
　渡邊委員（新任）
　楠元委員
　利谷委員
　安田委員
　加来委員
　事務局（環境部下水道課、本木課長、鴨下係長、小林係長、平田主査　パシ
フィックコンサルタンツ株式会社、眞崎、仲田）

２「会長の選出」
　小金井市公共下水道事業審議会条例第５条第１項の規定により、委員の互選に
より定める。
　安田委員より、指名推薦による方法としたい旨意見があり、選任方法が承認さ
れた。その後安田委員より、楠元委員を会長に推薦があった。
　推薦に異議はなく、楠元委員も異議なし。
　会長は楠元委員に選任され、会長より挨拶があった。

３「副会長の選出」
　小金井市公共下水道事業審議会条例第５条第１項及び第３項の規定により、会
長を補佐する副会長を、委員の互選により定める。
　安田委員より、指名推薦による方法としたい旨意見があり、選任方法が承認さ
れた。その後安田委員より、利谷委員を副会長に推薦があった。
　推薦に異議はなく、利谷委員も異議なし。
　副会長は利谷委員に選任され、副会長より挨拶があった。

４「下水道使用料改定及び総合計画・経営戦略の改訂に関する検討について」
　資料２に基づき、事務局から説明を行った。
　主な質疑応答、意見は以下のとおり。

（青木委員）
　使用料改定の近隣自治体での状況と改定後の状況を教えていただきたい。
（事務局）
　本市は他市に比較して早い方かと思われる。既に改定済の市も数市ある。公表
されている情報について、次回審議会で回答する。
（青木委員）
　改定後の使用料単価は、他都市と同程度となると思われるが、他都市も改定し
たら、本市の使用料は他都市より安い状況になると考えられるので、確認をして
おきたかった。
（橋爪委員）
　３ページの記載内容について、使用料改定については、審議終了・答申書提出
に加え、市議会にて承認されたことを示すべきである。
（事務局）
　承知した。
（楠元委員）
　経営戦略における経費回収率の目標値は「令和７年度と同等以上」としている
が、令和７年度は120％程度あり、将来見通しにおいては100％を超えたところで
あるため、これを120％まで引き上げるのは困難ではないか。

審議経過（主な発言要旨等）



Ｎｏ．２審議経過（主な発言要旨等）

＊各議題の会議録・資料については、図書館本館、議会図書館（小金井市役所本
庁舎４階）、情報公開コーナー（小金井市役所第二庁舎６階）にて閲覧できま
す。

（事務局）
　財政シミュレーションの条件も変ってきているため、適正な目標となるよう再
考する。
（楠元委員）
　見直しを検討いただきたい。
（橋爪委員）
　管渠改善率が低い理由は何か。
（事務局）
　現時点では主に補修等で対応している。今後は増えていく見込みである。
（橋爪委員）
　千葉県の水害では、マンホールから水が溢れていた。下水道の排水に問題が
あったのか。
（事務局）
　基本的に地形の影響が大きいと思われる。下水道の設計を超える雨量で排水で
きず、窪地に集まったものと思われる。
（青木委員）
　財政シミュレーションの結果を見ると今後大きな投資ができない状況かと思わ
れるが、将来的にも大丈夫か。
（事務局）
　将来の資本的支出も見込んだものであり、大きな収支ギャップは発生しないこ
とを確認している。ただし、今後の物価上昇等の状況により、ギャップは発生し
ていくため、定期的に投資・財政計画は見直すことを前提としている。

５　その他
（楠元委員）
使用料改定に関する広報の状況に教えていただきたい。
（事務局）
まずは市報の６月１５日号に改定があること、詳細はホームページに案内する記
事を掲載した。今後、１１月１５日号で特集記事を掲載予定である。また、水道
料金検針時に周知する方法も検討しているが、現段階では確定していない状況と
なっている。
（楠元委員）
　次回審議会で市報特集記事の内容を見せていただきたい。
（事務局）
　次回審議会は、９月３０日の開催を予定している。記事を提示できるかどうか
確認する。
（楠元委員）
　次々回の審議会でも良いので広報内容を拝見させていただきたい。
（事務局）
　承知した。

閉会


